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Justine Brent の流動性とゆらぎ
──The Fruit of the Tree に描かれる階級移動と女性労働者──
水 口 陽 子
Synopsis: The Fruit of the Tree（1907）has been criticized and under-
valued for containing“too many ‘subjects’”such as industrialization,
mechanization, labor reform, class, and medical care. This novel deals
with the unstable position of women in the labor market around the
turn of the century, describing characters moving up and down the so-
cial ladder by their marriage or deaths of their parents as well as other
novels by Edith Wharton. This paper aims to reexamine two heroines,
Justine Brent and Bessy Westmore, who have been viewed as a con-
trasting pair: an independent working woman and a rich, selfish owner
of a mill. I focus on woman’s labor and social mobility in this novel to
figure out that both of them are“women adrift”in the work place and
at home.
1．は じ め に
イーディス・ウォートン（Edith Wharton）の The Fruit of the Tree
（1907）は，出版当時，おおむね好意的な書評によって受け入れられた。し
かし，60年代以降，Blake Nevius から「真剣だが，退屈」（99）と指摘さ
れ，R. W. E. Lewis などの批評家からも，「多くのテーマを埋め込みすぎて
おり」（Lewis 181），「焦点が定まっていない」と評されてきた。登場人物
たちは「タイプ化されたものにすぎず」，「複雑さに欠ける」（E. C. Marsh）
との指摘もある。大きな成功をおさめた The House of Mirth（1905）の出
版後であったため，しばしば比較され，前作ほどの出来ではないと評される
ことも多々あった。確かに，前半部分を占める産業改革，労働改革という問
題は，次第に影をひそめ，後半は，結婚／離婚，夫婦間の問題，モルヒネ中
毒や安楽死といった医療の問題など，より道徳的なテーマへと移行してい
く。ニューイングランドにある Westmore Mill における労働改革は，最後
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にはそれを妨げる存在もいなくなり，理想的な形で成功を遂げ，中心的なテ
ーマから背景へと退いているように思われる。男性主人公である John Am-
herst の改革の理想とそれを取り巻く経営者一族との葛藤が中心に語られる
社会的問題を扱った前半と，事故による痛みに苦しむその妻 Bessy の願い
を聞き入れて，安楽死させた Justine Brent の葛藤を中心とする後半では
かなり趣が異なっている。
しかし，その一方で，近年，他のウォートンの代表作のようには頻繁に読
まれてこなかったこの作品を高く評価する向きもある。特に，後半部分のモ
ルヒネの過剰投与による安楽死の場面に見られる，Dr. Wyant による脅迫
というミステリー的要素や，皮肉な結末は再評価に値するのではないだろう
か。Amherst の二番目の妻 Justine との幸せな結婚はその形を変え，楽園
ではなくなる。夫婦はミルトンのアダムとイブさながらに，手を取りあいな
がら楽園を出て行くのである。
この 630ページ余りの長編では，ウォートンの多くの作品に描かれる，
階級意識と階級間の葛藤というテーマに加え，貧困や結婚による主人公たち
の階級の上下移動と，階級転落の恐怖も見え隠れしている。ウォートンと階
級というテーマは，いささか言い尽くされているものではあるが，本稿で
は，Justine の流動性とゆらぎを中心に，従来の Justine 像と Bessy 像を
再検討することで，この作品に描かれる女性の労働と階級間の移動について
考察してみたい。
2．Justine のゆらぎ：女性と職業
ウォートンは The Age of Innocence（1920）に代表される，1870年代の
old money のニューヨーク上流社会をみごとに描いた作家として広く認識
されているが，実は，最初に短編を書き始めた頃から，常に貧しい人々に目
を向け，数々の作品の中で彼らの生活を描いた作家でもある。Ethan Frome
（1911）や Summer（1917）といった中編では，敢えて，ニューイングラ
ンド地方の貧しい人々の暮らしを題材に選び，“Bunner Sisters”（1892）
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や The House of Mirth といった作品中には，Lily Birt や Gerty Farish ら
の働く女性たちを登場させている。孤児である Lily が上流階級から転落し，
労働という場で生き延びることができないのに対し，The Fruit of the Tree
の主人公である Justine は何とか看護という職業を立派にこなしているよ
うに見える。Justine は，Lily とは異なり，「独立した」（Dupree 47）New
Woman として好意的に評されることが多いのだが，James W. Tuttleton
も指摘するように，「強く，独立心のある，自由にものを考える，自立した
ヒロイン」（163）である一方で，完全に「自律的なヒロイン」であるとは
言えない（166）。Justine の自立は精神的なものでしかなく，現実には，か
なり依存的で不安定な存在なのである。
この作品は，マサチューセッツ州 North Adams がモデルであると考えら
れる，Hanaford という町にある工場 Westmore Mill を舞台として，機械
の轟音の響く中，劣悪な環境の工場内で働く女性労働者たちの様子が詳しく
描かれる。
Though the whole factory was over-crowded, the newest buildings
were more carefully planned, and had the usual sanitary improve-
ments; but the old mills had been left in their original state, and
even those most recently built were fast lapsing into squalor. It was
no wonder, therefore, that workers imprisoned within such walls
should reflect their long hours of deadening toil in dull eyes and
anemic skins, and in the dreary lassitude with which they bent to
tasks（The Fruit of the Tree 58）．［下線は引用者による。以下の引用
についても同様。］
「古い工場内は過密しており」，「労働者たちは壁の中に閉じ込められ，ぼん
やりとした目と貧血の肌をして」わびしい倦怠感の中にいる。そのような工
場労働者たちの中でも，利益を追求するあまり，十分なスペースが十分確保
されていないことにより手の怪我をした労働者 Dillon と，自らも綿埃によ
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って肺病を煩っている Dillon の妻に，彼らの置かれた状況が集約されてい
る。また，この箇所で用いられている，“imprisoned”という言葉は，この
作品の中で，他の主要な登場人物である Amherst や Bessy の状態を表す
際にも用いられていることにも注目したい。
この工場内の場面で興味深いのは，マネージャーである Amherst が，労
働者 Dillon の怪我をきっかけに，この工場内外の労働，生活環境の改善を
進めようと考えているにもかかわらず，機械そのものには魅了されているこ
とである。機械の「怪物のようなエネルギー」と対面する時，学生時代に抱
いた「機械への情熱」が「彼をいつもとらえ」，複雑な構造の秩序だった動
きの中にスリルを与える力だけでなく，美を見出し，「反応的な生命のほと
ばしり」が自らのなかに作り出されるのを感じている（56−57）。
次に，孤児としての Justine に注目してみたい。働く女性である Justine
は，かつては裕福な生活を送っていたが，放蕩好きな父親の死後，貧しさへ
と転落し，看護という職業を選び，母を養うが，その母も亡くなる。公正さ
（fair, upright）を意味する名をもつ Justine は，看護という仕事に対し誠
実であり，身内の経営する工場のために診断を偽る医者や，患者の苦しみを
癒すよりも，苦しむ患者を単に生きながらえさせようと躍起になる若い医者
の欺瞞を見逃すことができない。そのため，「貧しい人々の間で働くことで，
社会問題への関心を高め」（19）ていき，労働改革をめざす Amherst の理
念に共感する。
この時代の女性労働者について，Joanne J. Meyerowitz は，著書 Women
Adrift の中で，1870 年から 1920 年にかけての 20 世紀をまたぐ 50 年間
に，家族の元を離れて自分で稼ぐようになった女性労働者が 260万人から
1080万人へと急激に増えたとし，シカゴの都市部を中心に Women Adrift
（女性漂流者）としての「家族と家庭での役割から逃れた」アメリカ女性た
ちを考察している（xviii）。自立を求められる「都会の労働市場」urban labor
market で働くことは，“survival”であるという指摘にもれず，看護士とし
て働く主人公 Justine Brent もまた，次第に看護という現場に憔悴し，疲
弊していく。
Justine Brent の流動性とゆらぎ ７７
For a while, after this, her sick people became to her mere bundles
of disintegrating matter, and she shrank from physical pain with a
distaste the deeper because, mechanically, she could not help work-
ing on to relieve it. Gradually her sound nature passed out of this
morbid phase, and she took up her task with deeper pity if less ex-
alted ardour; glad to do her part in the vast impersonal labour of
easing the world’s misery, but longing with all the warm instincts
of youth for a special load to lift, a single hand to clasp.
Ah, it was cruel to be alive, to be young, to bubble with springs
of mirth and tenderness and folly, and to live in perpetual contact
with decay and pain－ to look persistently into the grey face of
death without having lifted even a corner of life’s veil ! Now and
then, when she felt her youth flame through the sheath of dullness
which was gradually enclosing it, she rebelled at the conditions that
tied a spirit like hers to its monotonous task, while others, without
a quiver of wings on their dull shoulders, or a note of music in their
hearts, had the whole wide world to range through, and saw in it
no more than a frightful emptiness to be shut out with tight walls
of habit . . .（146−47）
始めは「私欲のない精神から看護という仕事を選んだと思って」いたが，自
身の近親者との死別から時間が経ってしまうと，次第に彼女の目には「病人
たちは崩壊しつつあるものの塊でしかなくなる」。元々ある「健全で」「安定
した」彼女の性質は，看護の現場の重苦しさの間で揺れ動き不確かなものに
なっていく。彼女の中に満ちているエネルギーを考える上で，さらに注目す
べきは，疲れた Justine を癒すものは森であるということだ（220, 298）。
Summer の主人公である孤児 Charity Royall もまた，自然の中で活力を得
る女性として描かれているが，この作品でも自然は大きな役割を担ってお
り，田園風景が対置されていることにより，工場の風景のみすぼらしさ，人
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間味のなさがいっそう浮き彫りになる。
また，Justine は階級間の移動により客観的な視点を獲得している。「経
験から，かなりはっきりとした人生観をもつ」（220）Justine は，客観的に
Bessy を取り巻く上流階級の人々を観察し，「ゲインズの人間はやはりゲイ
ンズなのだ」（236）と述べるなど，常に自分の「居場所のなさ」と「場違
いな存在であること」を感じている（237）。しかし，彼らの生き方に共感
できないながらも，彼らと一緒にいることで癒されてもいるのである。
このようにして，もともと「ぜいたくな生活の優美さに敏感である」
（221）Justine の看護という仕事への意識は，その過酷さからも，上流階級
の人々との社交の中で度々揺らいでいく。
It was pleasant, for once, to be among people whose chief business
was to look well and take life lightly, and Justine’s own buoyancy of
nature won her immediate access among the amiable persons who
peopled Bessy’s week-end parties. If they had only abounded a little
more in their own line she might have succumbed to their spell.
But it seemed to her that they missed the poetry of their situation,
transacting their pleasures with the dreary method and shortness
of view of a race tethered to the ledger. Even the verbal flexibility
which had made her feel that she was in a world of freer ideas,
soon revealed itself as a form of flight from them, in which the race
was distinctly to the shift; and Justine’s phase of passive enjoyment
passed with the return of her physical and mental activity. She was
a creature tingling with energy, a little fleeting particle of the
power that moves the sun and the other stars, and the deadening
influences of the life at Lynbrook roused these tendencies to greater
intensity, as a suffocated person will suddenly develop abnormal
strength in the struggle for air.（221−22）
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ここでは，Justine は「エネルギーのうずく存在であり」，「宇宙を漂う力の
小さなはかない分子」として捉えられている。さらに，Bessy の周りに集う
「自分たちを歌う詩をもたない」人々のなかで，「言語の柔軟性は彼女がより
自由な思想の世界にいることを感じさせてくれる。」また，Bessy と一緒に
いる喜びを確認した後で，自らが依存し，不安定な存在であることを次のよ
うに意識している。
She did not, indeed, regret having come . . . ; but the idea of
continuing in such a life, of sinking into any of the positions of
semi-dependence that an adroit and handsome girl may create for
herself in a fashionable woman’s train－this possibility never pre-
sented itself to Justine till Mrs. Ansell, that afternoon, had put it
into words. And to hear it was to revolt from it with all the
strength of her inmost nature. The thought of the future troubled
her, not so much materially . . . but because her own tendencies
seemed to have grown less clear, because she could not rest in them
for guidance as she had once done. The renewal of bodily activity
had not brought back her faith in her calling: her work had lost the
light of consecration. She no longer felt herself predestined to nurse
the sick for the rest of her life, and in her inexperience she re-
proached herself with this instability. Youth and womanhood were
in fact crying out in her for their individual satisfaction; but in-
stincts as deep-seated protected her from even a momentary illusion
as to the nature of this demand. She wanted happiness, and a life
of her own, as passionately as young flesh-and-blood had ever
wanted them . . .
Somewhere, she felt－but, alas! still out of reach－was the life
she longed for, a life in which high chances of doing should be
mated with the finer forms of enjoying.（222−23）
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ここでは，Bessy という裕福な幼なじみの付添人でいるという半分依存した
状態とその不安定さを意識し，「幸せと自分自身の人生を求め」，「今は手が
とどかないが，どこかに自分の求める人生がある」と感じている様子が描か
れている。
3．Justine と Amherst：貧困と結婚による階級移動
Justine と Amherst に共通するのは，共にもともと上流階級出身であり
ながら，親の代の貧しさゆえに労働階級に転落していることである。ただ
し，Justine は看護の仕事をして生計を立ててはいるが，Bessy などの上流
の人々との付き合いを続けている。一方，Amherst は工場のマネージャー
として，完全な労働階級というよりは，工場のオーナーと労働者たちの中間
に位置し，次の引用に見られるように，自ら労働者階級である母親と区別し
ている。Amherst は，母親，そして「母親の属する階級から離れてしまっ
たこと」に対し，後ろめたさのようなものを感じているだけでなく，Bessy
Westmore との結婚によって自分の階級が上がったことを強く意識している
（184）。Bessy との結婚生活が上手く行かなくなったことで，自ら南部の友
人の工場へ，そして，さらにはコットン栽培について学ぶため，南米ブエノ
スアイレスに行き，自分の理想を追求しようとする。
これまでみてきたように，Justine と Amherst の 2人に共通するのは，
階級を転落し，結婚によって再び上昇し，そこから再び転落することを心の
どこかで恐れているということである。Amherst は仕事に対する理想と結
婚生活の現実との狭間で苦悩し，Justine はようやく手に入れた精神的な幸
福を捨てることの葛藤に苦しむのである。
4．Bessy とゆらぎ：情熱と衝動
ここまでは，主に Justine について考察してきたが，ウォートンの作品
にはよく描かれる「ダブルヒロイン」の 1人である，Bessy Westmore に
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ついて考えてみたい。なぜならば，この 2人のヒロインは対照的で，Amherst
とのそれぞれの結婚も異なったものであるからだ。贅沢をし，人々をパーテ
ィーに招くことに熱心な Bessy は，美と贅沢（fair な“beauty, luxury”）
を体現しており，「自分勝手」な女性であると評される登場人物である。
しかし，Bessy は，ほとんどの批評家たちが指摘しているような，一面的
な女性ではない。母親不在（“motherless”）で育ち，その内には，情熱と
衝動を秘めている。工場のそばに留まり改革を進めたい Amherst にヨーロ
ッパ行きを反対されたり，社交を中心とした生活を否定されたりするにつ
れ，次第に，窮屈さを感じるようになる。Justine は，Bessy のことを次の
ように捉えている。
Bessy combined great zeal in the pursuit of sport－a tireless pas-
sion for the saddle, the golf-course, the tennis-court－with an al-
most oriental inertia within doors, and indolence of body and brain
that made her shrink from the active obligations of hospitality,
though she had grown to depend more and more on the distractions
of a crowded house.（219）
Bessy の中には，スポーツに対する情熱と，内にとどまろうとする無気力さ
が共存している。ある日，Amherst に拒絶された Bessy は怒りにまかせ
て，Impulse という名の馬に乗って事故にあうのだが，常に人々に囲まれ
ていることを好むように見える彼女にとって，乗馬は唯一，一人となること
ができ，自分の衝動を表現できる行動なのである。
It was nearly dark when Bessy mounted the horse which had been
hastily saddled in response to her order; but it was her habit to ride
out alone at all hours, and of late nothing but a hard gallop had
availed to quiet her nerves. Her craving for occupation had in-
creased as her life became more dispersed and agitated, and the
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need to fill every hour drove her to excesses of bodily exertion, since
other forms of activity were unknown her.（261）
また，母親としての Bessy について考えてみると，The Custom of the Coun-
try に登場するヒロインである Undine Sprugg とは違い，母親であるとい
うことを自覚している。結婚と離婚を繰り返すことにより階級上昇を成し遂
げ，母親としての感情を示さないモンスターのような Undine とは異なり，
Bessy は華やかな生活を好む浅はかな部分をもちながらも，自分よりも家庭
教師の Justine になついている娘 Cecily の姿に傷つき，葛藤する。このよ
うに，Bessy は存在する場所，つまり属する階級や裕福な生活から抜け出す
ことはできないながらも，内面に情熱と怠惰というゆらぎを抱えた女性であ
り，夫からの解放と自由を求める女性の姿をそこに読み取ることもできる。
このような，工場経営者としての使命を理解せず，表面的な生活を重視す
る Bessy との結婚とは対照的に，精神的に通じ合うことの出来る友のよう
な Justine との結婚は，Amherst にとって大きな安らぎとなる。さらに，2
人に共通するのは，貧しい者たちへの思いと，文学への理解と愛である。自
然の中でファウストについて語り合い（304），看護婦と友人としてのジレ
ンマに苦しむ Justine にモルヒネの投与を決断させたのも，Bacon の本の
余白に書き込まれた Amherst の文章であった。また，そもそも最初に 2人
を結びつけたのは，Dillon の怪我の状態と原因を明らかにしようという
「真実」を求める姿であり，労働者たちの生活と，環境を改善しようという
信念であったのだが，Justine の行動によって真実が隠されていたことが明
らかになってしまう。
一方で，Justine は，Amherst の Bessy に対する幻想が最後まで消えて
いないことを知る。Amherst は，常に Bessy に期待し，誤解している。Bessy
が工場の改革に理解を示すようになると信じて結婚し，小説の結末では，彼
女の死後も幻想を抱き続けている Amherst の姿が描かれている。後から発
見された施設の図面を，工場の労働者たちのために考えられたものと信じて
いるが，実は彼女自身と友人たちの娯楽のために建設しようとしていたもの
Justine Brent の流動性とゆらぎ ８３
であることを知る Justine は，それを打ち明けることができない。これに
より，夫婦間の埋められない溝は決定的なものとなる。慰安施設の完成祝い
の場面では，このような Bessy に代表される支配階級，資本家たちの価値
観は，彼女の死後は「伝統」として引き継がれて行くであろうことがほのめ
かされている。しかし，その Cecily もまた，母を失った存在なのである。
このようにして，もともと上流階級の出身である Justine は，父親の放
蕩によって貧しさに陥るが，看護という仕事を経て，妻 Bessy の死後，工
場のオーナーとなった Amherst と結婚することで，再び裕福な地位を手に
入れる。Bessy を安楽死させた事実が明らかになると，Bessy の父親との
約束により，家を出て，身を引くことでその立場と幸せを一度は捨てるが，
再び看護に戻り，弱り切った状態で，Amherst に説得され Hanaford に戻
る。最後には，浮遊しながら働く労働者としての生活よりも，ゴーストのよ
うにこの一家に存在し続ける Bessy の影とともに夫婦関係を続けて行くこ
とを選ぶという，皮肉なトーンでこの小説は終わる。
5．結 び
19世紀から 20世紀初頭にかけての小説において，しばしば，アメリカ女
性の社会進出は，「home から public sphere への移動」として論じられて
きた。この小説においても，女性の役割が「個人の癒し」から「社会の癒
し」へ移り，「社会全体の養育者であり癒しを与える」存在になったにすぎ
ない（Marchand 66）。Jennie Kassanoff がウォートンの作品について指摘
しているように，Justine の流動性，浮遊性を，当時のアメリカ社会や時代
の不安定さへの恐れと重ねて読むことも可能だろう（31）。
ウォートンはこの作品において，機械や車，鉄道といった産業の発達とと
もに生じてくる非人間的な工場労働の問題を中心とした改革主義における諸
問題を扱った。小説の最後で，工場の改革という形で工場労働者たちには労
働環境の改善がもたらされているものの，女性たちが家庭と労働の場のどち
らにおいても，自分の居場所を見つけることが困難な状況については，なん
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ら解決がもたらされていない。この時代，自立した生活を送ることが難しい
女性労働者の過渡期の姿が，階級の間を漂流し，幸福を手放すことができ
ず，ある意味妥協しながら生き続けて行く Justine の姿に読み取れるので
はないだろうか。
＊本論は，日本アメリカ文学会関西支部例会「ウォートン・シンポジウム」（2012年
7月 7日，神戸大学に於いて開催）で行った口頭発表に加筆修正を施したものであ
る。
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